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添付文書管理番号 12540Z01

 

**2016 年 1 月改訂(第 7 版(新記載要領に基づく改訂)) 

_*2014 年 7 月改訂(第 6 版) 

医療機器承認番号 21600BZZ00352000 

 機械器具 7  内臓機能代用器  

高度管理医療機器 連続ポータブル腹膜灌流用運搬セット 35986000 

(腹膜灌流用チューブセット 35000000) 

(腹膜灌流液注排用チューブ及び関連用具セット 70591000） 

(腹膜灌流用回路及び関連用具セット 70592000) 

 

 ＪＭＳ ＣＡＰＤ接続チューブ 
 

再使用禁止 **（コネクタタイプ用）  

 

【禁忌・禁止】 

1.再使用禁止 

 

**【形状・構造及び原理等】 

  〈構成〉 

  腹膜透析液接続部、クランプ、カテーテルアダプタ接続部からなり、

付属品としてロックスパナを添付する。 

  1. 接続チューブ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  2. 付属品 

  (1)ロックスパナ 

 

 

 

 

 

 

**・本品には以下の原材料を使用している。 

構成部品 原材料 

腹膜透析液接続部 ポリカーボネート、シリコーンゴム 

チューブ シリコーンゴム 

オスコネクタ 

ＲＤタイプ 

ポリカーボネート、ポリブチレンテ

レフタレート、シリコーンゴム 

メスコネクタ 

Ｂタイプ 

ポリブチレンテレフタレート、 

シリコーンゴム 

 

  〈仕様〉 

項目 性能 

気密性 49.0kPa 

 

  【使用目的又は効果】 

  本品は、連続携行式腹膜灌流(ＣＡＰＤ)に用いられる。 

  接続チューブは、透析液の交換時に使用され、透析液を腹腔から排

液し、新しい透析液を腹腔へ注液するための腹膜灌流注排用チュー

ブである。ロックスパナは接続チューブを交換する際に、必要に応

じて使用する補助具である。 

 

 

 

 

 

 

 

  【使用方法等】 

  〈組み合わせて使用する医療機器及び医薬品〉 

**1. 腹膜透析液接続部には、以下のいずれかを接続します。 

**(1)腹膜透析液 

販売名 承認番号 

ペリセート３６０Ｎ腹膜透析液 22100AMX00523000 

ペリセート４００Ｎ腹膜透析液 22100AMX00524000 

ペリセート３６０ＮＬ腹膜透析液 22100AMX00521000 

ペリセート４００ＮＬ腹膜透析液 22100AMX00522000 

**(2)腹膜灌流回路等 

販売名 承認番号 

ＡＰＤ回路 ＰＤ－Ｍｉｎｉ 21000BZZ00218000 

ＣＡＰＤバッグフリー交換セット 20100BZZ00880000 

ＪＭＳ ＰＤキャップキットＳ 21600BZZ00477000 

  2. カテーテルアダプタ接続部には、以下のカテーテルアダプタを

接続します。 

タイプ 販売名 承認番号 

オスコネクタ 

ＲＤタイプ 
ＪＭＳ ＣＡＰＤシステム 16100BZZ00696000 

メスコネクタ

Ｂタイプ 
ＣＡＰＤカテーテル 20900BZZ00647000 

  3. 接続チューブ交換時には、以下の交換キットを使用します。 

販売名 承認番号 

ＪＭＳ ＣＡＰＤエキステンションチューブ 16300BZZ01080000 

  〈使用方法〉 

  1. 準備 

**(1)本品と交換キットを用意します。 

**(2)交換キットの包装を開封し、手洗いを行い、マスクを着用しま

す。 

  (3)シーツを患者の下腹部の上に敷きます。その際、シーツのカッ

ト部がカテーテルの出口部に合うように敷きます。 

  (4)十分に手洗いを行い、手袋を着用します。 

  (5)ガーゼに 10％ポビドンヨード水溶液を含ませます。(以下、消

毒用ガーゼという。) 

  2. 接続チューブの取り外し 

**(1)患者の腹腔内に留置された腹膜透析用カテーテル（以下、カテ

ーテルという。）と接続チューブの接続部を中心に、カテーテル

側、接続チューブ側それぞれ 10 ㎝程度、消毒用ガーゼで 1 分間

よくこすり消毒します。 

  (2)消毒用ガーゼで、カテーテルアダプタ接続部を消毒します。 

  (3)カテーテルをクランプし、カテーテルアダプタから接続チュー

ブを取り外します。 

  (4)カテーテルアダプタを消毒します。 

  (5)手袋を外します。 

  3. 新しい接続チューブの接続  

**(1)新しい接続チューブの包装を開封します。 

  (2)再度、十分に手洗いを行い、新しい手袋を着用します。 

  (3)新しい接続チューブのクランプを閉じます。 

 

 

キャップ 

(メスコネクタＢタイプ) 

カテーテルアダプタ接続部 

カテーテルアダプタ接続部 

(オスコネクタＲＤタイプ） 

キャップ クランプ 腹膜透析液接続部 **チューブ 
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 *(4)消毒済みのカテーテルアダプタと新しい接続チューブをしっか

りと接続し、ロックスパナで更にしっかりと締めます。(図 1) 

 

 
  (5)カテーテルのクランプを取り外します。 

  (6)腹膜透析液接続部にシリンジを挿入し、透析液流路を確実に開

通します。 

  4. 腹膜透析液の排液及び注液 

  (1)接続チューブと腹膜透析液等を接続後、クランプを開放して排

液を開始します。 

  (2)排液及びプライミング終了後、注液を開始します。 

  (3)注液終了後、接続チューブ及び腹膜透析液のクランプを閉じま

す。 

  (4)接続チューブから腹膜透析液等を取り外し、ＪＭＳ ＰＤキャ

ップキットＳの保護キャップを装着します。 

 

  〈使用方法等に関連する使用上の注意〉 

 *1. アダプタホルダで接続チューブを保持する場合は、カテーテル

アダプタ接続部のナット部を挟むこと。(図 2）［収縮チューブを

挟むと収縮チューブに亀裂が生じ、カテーテルアダプタ接続部

が外れるおそれがある。］ 

 

 

 

 

 

**2. カテーテルアダプタ接続部にカテーテルアダプタを接続する場

合は、傾いた状態でねじ込まないこと。［カテーテルアダプタの

ネジ山と干渉し、ネジ山が破損し接続できなくなるおそれがあ

る。］ 

  3. カテーテルをクランプする際は、カテーテルアダプタから 3～

4cm 離れた位置にクランプを装着し、閉塞すること。［カテーテ

ルアダプタに近い位置でクランプすると、カテーテルが破損す

るおそれがある。] 

4. 腹膜透析液と接続する際は、接続チューブの腹膜透析液接続部を

下方に向け接続すること。 

 

**【使用上の注意】 

  〈重要な基本的注意〉 

**1. 接続チューブのカテーテルアダプタ接続部及び通液部を不潔に

した場合は使用しないこと。不潔にした場合は速やかに医療機

関に連絡するよう患者に指導を行うこと。［腹膜炎を併発するお

それがある。］ 

  2. 腹膜透析液の交換を行わない間は、保護キャップを接続チュー

ブから外さないこと。 

  3. 腹膜透析液を交換終了後、接続チューブの腹膜透析液接続部に

保護キャップを必ず装着し、交換ごとに新しい保護キャップを

使用すること。 

  4. 接続チューブの交換は、腹腔内に腹膜透析液が入っているとき

に行うこと。 

  5. チューブの接合部を曲げたり、チューブを過度に引っ張ったり、

押し込むような負荷がかからないようにすること。［接合部の外

れ及び液漏れ、チューブの破損等が生じるおそれがある。］ 

  6. 使用中は本品の破損、接続部の緩み及び液漏れ等について、定

期的に確認すること。 

  7. 本品を交換する際は、カテーテルを引っ張らないよう注意する

こと。 

**8. 消毒には、10％ポビドンヨード水溶液を使用すること。［アルコ

ール等の有機溶剤を使用するとひび割れが生じるおそれがあ

る。］ 

**〈不具合・有害事象〉 

**1. その他の不具合 

     漏れ、外れ、亀裂、緩み、破損 

**2. その他の有害事象 

     腹膜炎 

 

  【保管方法及び有効期間等】 

  〈保管の条件〉 

  1. 水ぬれに注意し、高温、多湿、直射日光を避けて保管すること。 

  〈使用期間〉 

  1. 6ヶ月［自己認証(当社データ)による］ 

  〈有効期間〉 

  1. 箱の使用期限欄を参照すること。［自己認証(当社データ)によ

る］ 

 

  【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

  製造販売業者 

  株式会社ジェイ・エム・エス 

  電話番号：03-6404-0602（第二営業部） 
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ナット 収縮チューブ 
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